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[住まいのIoT・AI]

定価： 本体 1,380円 ＋税

住まいのIoT・AI
人生100年時代の生活機能レジリエント社会①

IoTで変わるこれからの暮らし

IoT・AIの可能性　

これからのすまいづくりやまちづくりへの新たな取り組み

インターネットとAIを活用した住まいの見える化の取り組み

世界とつながる窓「Window with Intelligence」　

住まいがAIに繋がる快適な暮らし

ISSN 2187-8412

9

9

vol.30
2018

Sep
tem

b
er

平
成

3
0
年

９
月

１
日

発
行

（
毎

月
１

回
１

日
）

第
3
0
巻

第
９

号
（

通
巻

3
5
1
号

)
本

　
　

　
社

　
〒

1
1
3
-8

6
1
0
　

東
京

都
文

京
区

本
駒

込
6
-3

-2
6
  T

E
L
　

0
3
 (3

9
4
4
) 1

1
8
1
　

F
A

X
　

0
3
 (3

9
4
4
) 6

8
2
6

大
阪

営
業

所
　

〒
5
4
1
-0

0
4
6
　

大
阪

市
中

央
区

平
野

町
1
-6

-8
  T

E
L
　

0
6
 (6

2
0
2
) 8

2
1
8
　

F
A

X
　

0
6
 (6

2
0
2
) 8

2
8
7

vol.30 2018 September

平成30年９月１日発行（毎月１回１日）第30巻第９号（通巻351号)　発行：日本工業出版　http://www.nikko-pb.co.jp/

[住まいのIoT・AI]

定価： 本体 1,380円 ＋税

住まいのIoT・AI
人生100年時代の生活機能レジリエント社会①

IoTで変わるこれからの暮らし

IoT・AIの可能性　

これからのすまいづくりやまちづくりへの新たな取り組み

インターネットとAIを活用した住まいの見える化の取り組み

世界とつながる窓「Window with Intelligence」　

住まいがAIに繋がる快適な暮らし

9
vol.30 2018 September
[住まいのIoT・AI]

住まいのIoT・AI
人生100年時代の生活機能レジリエント社会①

IoTで変わるこれからの暮らし

IoT・AIの可能性　

これからのすまいづくりやまちづくりへの新たな取り組み

インターネットとAIを活用した住まいの見える化の取り組み

世界とつながる窓　

住まいがAIに繋がる快適な暮らし



D1807-14

TOPICS

32住まいとでんき
2018.9

吉田　前回から引き続き床暖房の歴
史を見ながらヒートポンプの可能性
についてお話を進めていきたいと思
います。まずは 2000 年くらいから、
ガスの床暖房が普及するにつれて、
電気の床暖房もフィルム式が登場し
ます。この頃から灯油ボイラーによ
る床暖房は市場性をなくし、撤退し
ていく会社が増えていきます。そう
いった背景の中、2003 年に産声を
上げたヒートポンプ式床暖房もまだ
まだ普及には程遠い状況です。電気

床暖房全体でみても、たとえば名古
屋では現在年間 3,000 件程度採用さ
れていますが、新築がだいたい年間
35,000 棟で、そのうちの 3,000 件で
す。ちなみにガスの床暖房は 18,000
～19,000 件くらいです。建材商社や
電材商社がオール電化で大きな役割
を果たしていき、IH クッキングヒー
ターやエコキュートをメインに普及
に力を入れていますが、電気床暖房
はまだまだ少ないという状況です。
　私はその当時「スローハウスⅠ」
という本を発刊いたしました。その
本では床暖房は価格が安ければよい
ということではない、本当に快適な
住まいに暮らすためにはなにが必要
なのかを考えよう、そうということ
を発信したかったのです。床暖房は
住まいとの相関関係から考え、暮ら
し方から見るべきだということを伝
えたかった。当時は社会的には電気
vs ガスのような風潮でしたが、あ
る 意 味 活 気 も あ っ て IH や エ コ
キュートもよく売れた状況だったと
は思います。名古屋や大阪でもラン
ニングコストを重視する人が多くて、
オール電化は人気を博しました。
　そして、その後 2011 年に東日本
大震災が起こります。電力業界は大
きな転換期を迎えます。電気は必ず
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床暖房の歴史分析を踏まえて

写真 -2｜ みてみてオープンハウス・タフ　
吉田和弘氏

D1807-14（トピックスB）.indd   32 2018/08/01   17:28:27


	D1809_Cover_1.pdf
	D1807-14_1座談会原稿1ページ目.pdf

